

































































































































図2-3-1 柵をつけた船の土台と小さな船 図2-3-2 重ねた形 
図2-4-1 中央に穴を開けた船 
図2-4-2 組み合わせた船 








































  ２）坂道と船での遊び 
 この坂道と木の船を持って、土曜日にＢ保育園に行き、年少児、年長児、年少児と水の中に入ら
図2-6-1 船を入れる箱 





























































































































































































図4-20 積み上げた船 図4-21 丸い形のある船 図4-22 お城のような船 
図4-23 高さのある船 図4-24 水面に置くと倒れてしまう 
 木の船をつくって遊ぼう 
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木工用ボンドは水に強い
ものを選んで使用した。（図
4-26）車輪をはめる際に木
槌を使ったが、市販されて
いるものに大きさの手頃な
ものがなかったので、カヤ
材を使って自作した。（図4-
27）柄の上部をひとまわり
小さめに切り、穴を開けた
頭の部分に木工用ボンドで
接着した。 
 
 
 
 
 
 
５．全体のまとめと考察 
 著者は船をテーマとした様々な玩具を製作することができた。1歳児は浮かべて遊ぶだけでなく、
2つを持って、打ち付けて遊ぶことが分かった。また、水遊びだけでなく、室内遊びに使えることが
分かった。船の形をした「型はめ」（図2-2-1、図2-2-3）や「穴を通す」（図2-4-1）については水で
膨張するので、水に濡れるとはめにくい。はめたり外したりする遊びは室内で行うとよい。 
 保育者を対象とした木工作の指導をしたが、参加者には木工作の面白さが伝わったようであった。
アンケート結果で、「幼児に木工作をさせたくない」という回答はなく、「幼児に木工作を条件が整え
ばさせてみたい」との回答がほとんどであった。木工作の条件とは、指導者が木工作の指導に自信を
持つことや、園全体で木工作に取り組むという合意が得られること、材料や道具の準備ができるこ
と、保護者の理解が得られることであると考えられる。 
幼児への船の製作指導では、クランプを使って板を固定すれば、のこぎりを使って木を切ること
ができることが分かった。幼児は木片を積み上げたり、柱を立てたりして、様々なデザインの船を製
作することができた。柱を立てるために穴を開けた木片や、車をつけるための車軸を受ける穴を開け
た木片を準備しておけば、幼児の「細い棒を立てたい。」「動く車輪をつけたい」という思いを達成さ
せることができた。木片を使うと、幼児でも立体的なものを容易に製作できることが分かった。 
 幼児は木片を積み上げて船を製作することが多く、その船は水面に置くと倒れてしまうことが予想
される。木の船の製作では船のデザインをする楽しみがあるので、まずは幼児に自由に製作をさせ、
室内で見たり、動かしたりして遊ぶことができるようにしたらよいと考える。 
その上で、水面に置いた際に倒れずに浮かぶ船をつくるにはどうしたらよいのかを問いかけ、実
際に見本で試した上で、水遊びに使うことを目標として、幼児が工夫して製作できるとよいと考え
る。幼児が「こうしたらよいのではないか」と予想して製作し、水遊びに使ってそれを確かめること
図4-25 片刃のこぎり（奥）、胴付きのこぎり（手前） 
図 4-26 水に強い
木工用ボンド 
図4-27 著者が製作した木槌 
 守川美輪 
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ができるので、幼児の考える力を伸ばすことができるのではないかと考えられる。 
  
６．今後の課題 
 幼児への船の製作では、時間が限られているため、土台以外は、あらかじめ様々な形の部品を切っ
て持参した。それらの部材を準備するのに手間と時間がかかった。これらの部品を切るところから幼
児に体験させるとさらによい。また、地域の製材所や工務店から出る端材をもらって活用することが
できるとよい。 
学生数名とともに木の船の製作指導をしたので、大人が多く幼児へ目が届きやすかった。通常の
保育で行うには、クラスで連携するなどの工夫が必要である。通常の保育に木工作を取り入れるに
は、材料の確保や道具の準備、安全対策をしなければならない。手間をかけても、木を使った製作を
取り入れていこうと思えるように、保育者に対する製作指導や木のよさを伝えることを継続するとと
もに、幼児対象の木工作の内容や指導法について研究をし、提案をしていきたい。 
 著者は図画工作を担当しているので、製作することに重点を置いて、木工作の指導をしている。し
かし、木育は、樹木に対して親しみを持ち、木を活用している文化について関心を持つこともねらい
としている。著者の行う木育活動にはその点が不十分である。著者自身が樹木や木材の活用、林業や
森林の保全等について学び、その成果を幼児にも伝わる形で伝えていきたい。 
 
注１：松井勅尚編著『幼児の心と体を育む はじめての木育』黎明書房（2013）42頁「浮かべて遊ぶ 
木のつみき」 
 
